
















17サルのメモ帖

をひたすら落ち葉をかき分けて探します。見つけた糞粒と糞塊の数を記録
します ( 糞粒とは 1 つの糞。糞塊とは糞粒が 10 個以上からなる糞の塊 )。
③②を 10m ごとに 5 回繰り返します。
④見つけた糞粒は採取して、ノギスを使って長径、短径を計測します。
以上がシカ調査の流れです。順調に、手際よく行えば、わりと短時間で行
うことができます。
しかし、いくつかの挫折ポイントが存在するのです。
　まずは①の段階。そう、杭がなかなか見つからないのです。定点のそば
にありすぐ見つかるものから、完全に森の中に溶け込んでいるものまで、
杭を探す難易度は様々。初めの 1 本がなかなか見つかりません。ようや
く杭をみつけていざシカフンを探します。ちょうどいい長さの枝を見つけ
て落ち葉をかき分け、シカフン捜索です。見つかる糞の数は場所次第。1
つも糞がない調査区もあれば、たくさん糞が出てくる場所もあります。
シカ糞がない調査区だと、だんだんつらくなっていきます。一向に見つか
らないシカ糞、舞う砂ぼこり、落ち葉をかき分けるためにかがめた腰は痛
み苦痛を感じるようになってきました。何が楽しいんや ...。そんな心の
声が口から洩れだしそうになった時、ついにシカの糞粒を発見︕やっと見
つけた糞は宝のようでした。
　見つけた糞はテン場や好和荘へ
持って帰り、ノギスでサイズを計測
です。どうやらノギスが壊れていて
うまく使えなさそうです。「だいた
いでいいけん」。一緒に調査をして
いた仲渡さんがそうおっしゃいます。こんなグダグダでいいのか !?
　どうやらシカ調査に対する捉え方は人それぞれで、苦痛が多くてつらい
という調査員や、楽しすぎてハマってしまうという調査員がいるようで
す。とある調査員はシカ調査が楽しすぎて、定点調査の際に自分で調査区
を作り、セルフシカ調査を行っていました︕残念ながら私は前者のようで
実はあまりシカ調査は好きではありません。が、せっかくこの原稿を書く
機会をいただいたので、今後は喜んでシカ調査をしたいと思います。読者
の皆さんも機会があればセルフシカ調査をしてみてはいかがでしょうか︖

（柴田尚輝、2023 - 2025 参加）

　前回でお昼ご飯もおわり、次は定点調査の
頃かなと予想をしていた読者のみなさん︕今
回は番外編、シカ調査の一日についてです。
我々ヤクザル調査隊がサルの調査だけをして
いるわけでないことをお示ししましょう︕
　シカ調査の目的は、シカの密度を推定する
ことであり、そのために糞の数を調査します。
定点の近くにあるシカ調査用の調査区に行き、
そこにある糞の数を数えるのです。30 の調査
区を 1 か月の期間中に調査をします。
　この調査は、「通常のサル調査と同時に一人ないし二人が別行動で行う」
または、「天候が怪しく、1 日サル調査ができなさそうなときにみんなで
行う」の 2 パターンがあります。状況によりますが、だいたい 1 日で２
～３地点をやりとげます。せっかくなのでみなさまにはヤクザル流のシカ
調査法を詳しくお教えしましょう。目指せ︕シカ調査マスター︕
①まずは、調査区を探します。調査区は定点のそばにあり、10m おきに
6 本の杭が南北方向に並んでいます。この杭を見つけるのが第一歩です。
②続いて、シカフンの捜索を行います。10m ごとの杭の両側 2m の範囲　
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なぜ糞の大きさまで測るのか、と思われたかもしれません。コドモとオトナでは、糞の大きさに違いが
あり、その年の若齢個体の割合の指標を得ることができます。DNA で性別もわかるかも、と思ってサ
ンプルを集めていた時期もあったのですが、そちらはむりそうです。



　ヤクザル調査隊は、いわば年に一度のお祭りなわけですが、そこから派
生した、様々な研究が、調査とは別の時期に、ときには屋久島からも離れ
た場所で行われています。角田史也さん (2018 - 2025 年参加 ) は、ヤブ
ツバキの花とニホンザルの関係についての研究をしていますが、冬に 4
か月以上にわたって屋久島で行う彼の調査には、ヤクザル調査の隊員 10
人余りが、入れ代わり立ち代わり来島して協力しています。冬の大川林道
終点や西部林道で、ツバキの木にどんな動物が来るか、定点調査で調べた
りします。ときに雪が積もっている中で行う定点調査は、夏とは違う過酷
な調査でしょう。今年のヤクザル調査の後には、4 人の調査員がお隣の口
永良部島に行き、エラブオオコウモリの調査を行いました。この通信の編
集と同時に行われたまとめ作業の最中、データの入力やホームページの更
新作業のあいまに、調査員が犬山市内の各所でハエの採取を行いました。
これは、2015 年から 2017 年のヤクザル調査の最中にハエを集め、そこ
から DNA を抽出して、どのような脊椎動物がいるのかを調べた研究に端
を発しています。その研究から、ハエはどの程度の距離を分散するのだろ
う、という疑問が生まれました。その問いに答えるべく、マーキングした
ハエ約 1000 匹を、犬山キャンパスで一斉に放したあと、市内各所で採取
して、ハエの分散距離を実際に調べようという計画です。ハエを誘引する
ための腐った魚を持って犬山市内に散る調査員たち、とてもかっこよかっ
たです︕ヤクザル調査隊で培われたマンパワーは、ほかの研究をするのに
も、強力な武器になるというわけです。
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